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新たな年が始まりました。お子様、そして、保護者の皆様もお健やかによい年をお迎えになられた
ことと存じます。昨年は、本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。
今日から３学期が始まり、子どもたちの元気な顔が見られとても嬉しく思っています。本日の始業

式では、「当たり前のことを当たり前に全力で継続し、自分の力を伸ばしていってほしい」と話しまし
た。子どもたち一人一人が、自分の力を伸ばしその力を最大限に発揮できるよう、教職員一同、力を
合わせて取り組んでまいりたいと思います。また、３学期は授業日数が５２日（６年生は５１日）と
一年で最も短い学期ですが、各学年のまとめと、進学や進級に向けた準備をする大切な学期です。「考
える子」「助け合う子」「元気な子」を目指す教育活動を推進してまいりますので、昨年同様、本年も、
ご支援とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

＊ 赤い羽根共同募金［子どもたちの温かな気持ちがたくさんの募金につながりました！］ ＊

２学期末の１２月１５日と１６日の２日間、児童会本部の子どもたち
の呼びかけで、赤い羽根共同募金の活動が児童玄関で行われました。子
どもたちの温かな気持ちのこもった募金の合計額は２０，９６２円にも
なりました。コロナ禍で制約の尽きない我慢の多い学校生活を過ごして
いる子どもたちですが、子どもたちの心には温かな気持ちがあふれてい
ることをあらためて感じました。今回の活動で集まった募金は、
本校職員が安中市社会福祉協議会に届けさせていただきました。
様々な福祉活動や地域福祉の支援のために役立てられます。

＊ 児童代表の言葉 立派でした！ ＊

２学期の終業式では、○○ ○さん（６年）が、
２学期を振り返り、そして、３学期への決意を述べ
ました。本日、３学期の始業式では、○○ ○○さ
ん（６年）が、今年度のしめくくりとなる３学期を
頑張りたいという決意を述べました。２人とも、全
校児童の代表にふさわしい大変立派な態度で堂々と
自分の前向きな思いを述べることができました。
◆ 『書き損じハガキ』ご寄付のお願い ◆
本校の福祉教育担当から、本日、別紙にてお願い

申し上げましたように、書き損じハガキを集めさせ
ていただきます。ご家庭に書き損じハガキがございましたら、ご協力をよろしくお願いいたします。

学校教育目標 「学ぶ子」「助け合う子」「元気な子」

＊ １月の主な予定 ＊

10日 火 ３学期始業式 集団下校
11日 水 身体計測３～６年
12日 木 身体計測１・２年

委員会（５・６年）
13日 金 ＰＴＡ本部役員会議 2/10に延期

校内書き初め大会 13日～20日
（各学年でいずれかの日に実施）

16日 月 ５校時スクールカウンセラー来校
17日 火 読み聞かせ1A.3A.3B.4A.6A
18日 水 児童朝礼
19日 木 クラブ４～６年（３年見学）
25日 水 避難訓練
26日 木 クラブ
27日 金 体育集会

安中市いじめ防止子ども会議
（代表児童が参加）

30日 月 新入学児童一日体験入学

２学期終業式 ○○さん ３学期始業式 ○○さん


